
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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操作ガイ ド

HP 8153A光 マルチメータ

SERIAL NUMBERS

本マニュアルは、シリアル番号 2946G00476以 降の測定器すべてを対象 としています。
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安全性についての注意

モデル HP 8153Aは 、クラス1の測定器です (すなわち、電源ケ
ープルを介して直接地

面に接続する金属性の露出シャ,シ の付いた測定器です)。本器内の感電防止用ア
ース端

子には、建ン)記号が使用されています。

操作を開始する前に、まず、赤字で示された安全性に関するベージなど、本器並びに本マ
ニュアルをよくご覧になり、安全性に関する記号および注意事項を確認してください。安

全な操作を確保するため、本器を安全な状態に維持するためには、それらの注意に従わな

ければなりません。

本器がAC電 源に接続されている場合には、HP 8153A回 路の一部には常に電流が流れ
ています。電源から切断するには、裏面の電源差込み口またはAC電 源 (コンセント)に
接続されている電源コードを抜いてください。これらのうちの 1つ には、必ず、アクセス

できなければなりません。本器をキャビネット内に設置している場合には、システムの電
源スイッチを切って本器に電力が流れないようにしてください。

酷
●

危険な感電事故を防ぐため、外被 (カバ
ー、パネルなど)に輸送による

損傷が見られる場合には、電気系統のテストは行わないでください。

電源要件

HP 8153Aは 、40～60Hzの 周波数レンジで 100V～ 240Vの 電力を供給する単相 AC電

源に接続してください。最大消費電力は、すべて設置した場合で 55VAで す。
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電源ケーブル

国際安全規格に従って、本器には 3線 式電源コードが用いられています。適切なAC電 源

コンセントに接続すれば、このコー ドによって本器キャビネットがアースされます。付属

のコー ドは、出荷先の国によって種類が異なります。使用可能な電源ケ
ープルの部品番号

については、図 0-1を参照してください。

Ⅶ棚①2∞ 慮…
図 0・1.電源ケープル ・プラグの種類

酷
●

感電による傷害あるいは死亡事故を防ぐため、本器の電源を投入する前

に必ず以下の予防措置を講ずるようにしてください。

■電圧降下用の変圧器を介して本器に電圧を加える場合には、必ず、共

通端子を電源のアース側端子に接続するようにしてください。

■電源ケープルのプラグは、感電防止用アース接点のあるコンセントに

差し込むようにしてください。感電防止用導線のない拡張コードを使

用した場合には、このような予防措置を講しても何の意味もなくなつ

てしまいます。

■本器の電源を投入する前に、必ず、本器の感電防止用アース端子を感

電防止用導線に接続してください。この場合、付属の電源コードを使

用して接続します。

感電防止用アース接続を故意に遠断することは禁じられています。



以下の作業は、必ず、認可を受けた電気技術者が行うようにしてください。また、その地
域の電気規約はすべて遵守しなければなりません。ケープルのプラグが電源コンセントに

合わない場合、もしくはケープルをターミナル ●プロックに接続する場合は、ケープルを
プラグの端で切断し、配線し直してください。

ケープルの色分け体系は、提供されるケープルによって異なります。新しいプラグを接続
する場合は、以下の機能を備えた、その地域の安全要件に合ったプラグを使用してくだ

さい。

■十分な負荷搬送容量 (仕様
一覧表を参照)

ロ グラウンド接続

■ケープル ・クランプ

動作環境

酷
●

HP 8153Aは 、屋外での使用を考慮に入れた設計はなされていません。

火災や感電による事故を防ぐため、HP 8153Aを 雨にさらしたり、過度
に湿度の高い場所で使用したりしないでください。

入出力信号

濾
●

BNCコ ネクタには、最大 15Vの 外部電圧を適用することができます。



:nhialレーザ源モジュールに関する安全情報

レーザ源モジュールの仕様を以下に示します。

HP 81551MM HP 81552SM IP 81553SM HP 81554SM

レーザの種類

レーザ 0クラス

IEC 825に準拠

(欧州)

21 CFR 1040.10に準拠

(カナ八 日本、米国)

出カパワー

ビームの直径

開口数

波長

F P―レーザ

InGaAsP

3A

1

>OdBm

9μm

O . 1

1310■ 20nm

FP―レーザ

InGaAsP

3A

1

>OdBm

9μm

O.1

1550± 20nm

デュアル FP―レーザ

InGaAsP

1

>-ldBm

9μm

O.1

1310/1550±20nrn

FP―レー…ガ

InGaAsP

3A

1

>-2dBm

50μm

O . 2

850■ 10nm

LASEB RA口肝10●
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レーザ 0モ ジュールには、レーザの安全性を警告するラベルのシー トが

1枚付いています。使用国の言語で書かれたそれらのラベルは、メイン

フレームの外側の使用者にはっきりと見える位置に貼 らなければなりま

せん。

測定器のレーザ・ボックスに誤動作が見られる場合は、HPの サ
ービスセンタに返却し、

修理および校正してもらってください。

本レーザ・モジュールには、障害が発生した場合に光出力を停止する安全回路が内蔵され

ています。



酷
●

明記されていないレーザ源の制御や調節、あるいは手順を行うと、放射

線を浴びる危険製があります。

酷
●

アフターサービスは、認可を受けた有資格者に委託してください。

酷
●

光出カコネクタにファイバが接続されていない場合は、レーザを使用可

能状態にしないでください。

光出カコネクタは、レーザ・モジュールの前面パネルの下側にあります。

レーザを使用可能状態にするには、前面パネルの光出カコネクタの上に

あるグレーのポタンを押します。レーザ・モジュールの前面パネルにあ

るグリーンの LEDが 点灯している場合は、レーザは使用可能状態にあ

ります。

酷
●

装置の作動中は、どのようなことがあっても、光出力に接続されている

光ケープルの端を決してのぞき込まないようにしてください。

レーザの放射は、人間の日には見えませんが、視力を著しく損わせる可

能性があります。

vli



はじめに

本マニュアルは、次の 4つ 部分から構成されています。

■入門

本器に慣れ親しんでもらうことを目的とした、動作原理についての説明。第 1章 。

■ クイック・リファレンス ・ガイ ド

ローカル制御およびリモー ト制御プログラミングに関する情報。第 2、3、4、5、6、7、

8、および 9章 。

■参照データ

動作上以外の特性に関するサポー ト情報。付録 A、 B、 C、 D、 E、F、 G、 H、 および L

■ カスタマ支援

販売およびサービス情報。付録 J。
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本章では、HP 8153Aの 機能およびその操作方法について説明します。

HP 8153Aシ ステム

本システムの中心的役割を果たすのが、HP

プラグイン●モジュールと交換可能なコネク

タマイズできます。

8153Aメ インフレームです。本器は、各種
夕 0イ ンタフェースにより必要に応じてカス

図 1‐1.HP 8153Aシ ステム

AFl  l‐1
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図 1・2.HP 8153Aのキーボード

―、 Modeキ ーそして Modifyキ ーの機能は常準変わりありません。

チャンネルを選択します。その他のキーが機能するのは選択したチャンネ
ルに限られます。チャンネル Aは 左のスロットのモジュールに対応し、

チャンネル Bは 右のスロットのモジュニルに対応しています。

測定モードとメニュー 0モードを切り換えます。

キー∈∋,∈∋ 編集する桁または文字を選択します。

o,o  選 択した桁、文字、パラメータを変更します。

測定モー ド

測定モー ドは、電源を投入すると自動的に選択されるモー ドです。 このモー ドでは、基本

的な測定をセットアップし、実行できます。測定モー ドでは、キー上の黒い文字がキ
ーの

機能を示します。

〔IIII〕||〔][::] ヨ|□|□

け
回
　
回
嘲

クイック ・ビュー

キーボード

基本的には、すべてのキーには選択するモー ドによって 2つ の機能があります。文字の色

が違 う場合、あるいはキー名がキー・パ ッド上面またはキー上方にある場合は、異なる機

能を示します。

］□

□

1‐2  AFヨ
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表示したい、または変更したい測定パラメータを選択します。

入カパワー ・レベルをリファレンスとして使用します。

リファレンスに対する入カパワー ・レベルを表示します。

⊂D    次 に高い測定レンジを選択します。

Down    次 に低い測定レンジを選択します。

メニュー 0モ ー ド

このモー ドでは、一般的ではあるが多少複雑な測定をあらかじめプログラムされた内部
ルーチンソフトで実行できます。メニュー 0モ ー ドでは、キーの上方の青い文字がその機

能を示します。

メニュー ・モー ドで行うことのできる、共通動作のキーを示します。

■団 は選択したシステム
・パラメータにアクセスする際に使用します。

■国 および Nextは システム
・パラメータを選択する際に使用します。

・国 は (HP―IB構 成の)変 更を決定する際に使用します。

岡
　
回

■ Pauseは動作中のアプリケーションを停止させたり、または続行させます。

システムパラメータを選択します。これで、本器の構成を表示あるいは変

更できます。

ロス・アプリケーションを選択 します。 ロス測定は、いかに光信号がデバ

イスを通過することで失われたかということを示します。ロスは、次の式
で計算されます。

Zθss=10′″(=T)Jβ

ロスを測定するには、PinとP。己の 2つ の量が必要です。 このアプリケー

ションを実行する際、Pinが記録されます。この機器は、この値に対しての
相対的な結果を現します。これらはロスとして表現されます。

〔Recod〕  ス タビリティ、ロギンス マニュアル●ロギン久 プロット、プリントの各
アプリケーションを選択します。

AFl  l‐3



〔More]

い.スタビリティでは、指定された期間で等間隔にサンプルします。

このアプリケーションでのパラメータは

T`∬OTAL  測 定される合計時間を設定します。

AtrrODUMP ア プリケーシヨンが終了した際、測定結果をプロッタやプ

リンタに出力するかを決めます。

● ロギングでは、指定した数のサンブルを次々と間を置かず測定します。

つまり、最初のサンプルが終わるとすぐに次のサンプルが始まります。

このアプリケーションでのパラメータは、

SAMPLES  測 定するサンプル数を指定します。

AtrrODUMP ア プリケーションが終了した際、測定結果をプロッタやプ

リンタに出力するかを決めます。

START   ア プリケーションをすぐに開始させるか、指定されたス

レッショル ド・レベルをクロスした時かを設定します。

THRESHLD ア プリケーションを開始させる前に、クロスすべきスレッ

ショル ド●レベルを設定します。

■マニュアル ・ロギングでは、ユーザが国 キ
ーを押すたびに、サンプル

を行います。

さらに、プロットやプリントのアプリケーションでは、グラフィックのプ

ロットや、記録されたアプリケーションのサンプルのプリントアウトが行

えます。

プロットやプリントのアプリケーション 0パ ラメータは

AttЮSCAL 軸 のスケールを自動的に行 うかどうか設定します。

Y_MIN   Y軸 の最小値をセットします。

Y_MAX   Y軸 の最大値をセットします。

COMMENT  プ リントアウトやプロットにテキス トを加えます。

ショー・アプリケーションかアライメント・アプリケーションを選択します。

■ ショー・アプリケーションは、最後にスタビリティやロギング、マニュア

ル ●アプリケーションでサンプルされた値を読み取ることができます。

簡単な統計結果も表示されます。

■アライメント●アプリケーシヨンは、入カパワ
ーに対して視覚的で可聴

なフィー ドバックを行い、2つ のコンポ
ーネントの光パワーの伝送を最

大にする為のアライメント調整を手助けします。

1‐4 入 門



このアプリケーションのパラメータは

TYPE    最 大の伝送パワーを自動的に行うか、またはユーザによる

手動で行うかセットします。

DELTA   表 示や トーンで表示される伝送パワーの変化のサイズを
セットします。

MAXPOWER 期 待される、または必要な最大伝送パワーをセットし

ます。

Pauseキーにより、 トーンのオン/オフを切り換えます。

①

②
　
／
′
、
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ディスプレイ

ディスプレイにはステータスおよび測定値が表示されます。

図 1‐3.H P  8 1 5 3 Aの ディスプレイ

表 1‐1.ディスプレイの説明

|=annel(チャンネル・)
インジケータ

選択したチャンネルが表示される

H●||| (モ
ー ド0)

インジケータ

オペレーティング●モードが表示される

通信インジケータ

3H T I I I I

TLK1 01LYI

母利QI

Low EatJ(パッテリ低下)
インジケータ

ⅡP―IB通 信のステータスが表示される

リモー ト通信が行われる

HP―IBに トーク・オンリが選択された

サービス 0リ クエス トが出された

内蔵パッテリの残量が少ない

I1EFS IIiNU SYS EDIT ffi

f∂日屋aaョf8日aa巳ョ

C∩L T RE「  RTT ∩ UXCnL T REF nTT ∩ UX

:::::::::::::::::::::::::::::::::::

説明
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5 結 果フィールド

6  リ ファレンス ・

インジケータ

A/ R E Fまたは

B/REF

A / Bま たは B/ A

7棒 グラフ

8  オペレーション・

インジケータ

AUT0

APPL

EDIT

RU]

PAUSE

9 paramllter(パ ラメータ 0)

インジケータ

λ

CAL

T

REF

ATT

AUX

10文 字フィール ド

表 1‐1.ディスプレイの説明 続 き)

明

ここに測定/アプリケーションの結果が表示される

db測 定の基準 となるリファレンスが表示される

リファレンスに対する測定値

その他のチャンネルに対する

入カパワーを棒グラフ表示する

オペレーション・タイプが表示される

レンジの自動選択中

アプリケーションが選択された

アプリケーション・パラメータを変更中

アプリケーションを実行中

アプリケーションが一時的に 上した

文字フィールドにパラメータ・タイプが表下される

文字フィール ドに波長が表示される

文字フィール ドに校正係数が表示される

文字フィール ドにアペレージング時間が表示される

文字フィール ドにソファレンス・レベルが表示さ

れる

文字フィール ドに光源の減衰量が表示される

補助パ ラメータ

パラメータおよびエラー ・メッセージ用に使用さ

れる

入門 1‐7



サンプル ・セッション

このサンブル ・セッションでは、標準設定を呼び出し、パワ
ー測定を行い、そしてデー

タ。ロギングを行います。

ハー ドウェアのセットアップ

図 1・4.サ ンプル ・セッション用のハー ドウェアのセットアップ

このセッションには、1つ の光源と 1つ のセンサ ・モジュールで構成されているマルチ

メータが必要です。光源モジュールはチャンネルBに 、センサ0モジュールはチャンネル

A ICあります。1本の光ファイパを使用して光源とセンサを接続しますoこ のセッション

を開始するにあたり、本器のスイッチがオフになっていることを確認してください。

標準設定の呼び出し

1。本器を上記のようICセットアップします。

2。本器をオンにします。すべてのディスプレイ ・ランプおよび SELFTESTと いうメッ

セージが、両チャンネルの文字フィール ドに表示されます。電源投入時のデフォル ト

条件は次の通 りです。

■設定チャンネルは A

■モー ドは測定モー ド

■光源は光を出力していない

■センサは入力部での光パワーを測定し、自動レンジ切換えがオン

1‐8  AFl
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〇 |

ユ ニ

図 1口5.サ ンプル ・セッション開始時のディスプレイ

3。 Modeを 押します。本器はメニュー・モー ドになります。ディスプレイの上部にMENU
モー ド0イ ンジケータが表示され、ディスプレイ下端の文字フィール ドには MENUの

文字が表示されます。

4.systemを 押します。本器はシステム 0モ ー ドになり、MENU SYSモ ー ド・インジケー

タが表示されます。文字フィール ドには、RECALLと いうメレセージが表示されます。

ディスプレイの残 りの部分は消えます。

5。団 を押します。MENU SYS EDITモ
ー ド・インジケータが表示され、文字フィール

ドにRECALL  O→ Aと いうメッセージが表示されます。

6.国 を押してチャンネル Aに 標準設定を呼び出します。設定が呼び出されている

間、孤川 オペレーション●インジケータが表示されます。

7.oを 押します。文字フィール ドに RECALL  O→ Bと いうメッセージが表示され

ます。

8。国 を押してチャンネル Bに 標準設定を呼び出します。

9.Modeを 押して本器を測定モー ドに戻します。

□ 曰 面 に “             □ D■LⅥ

日53口因   ′ヨ∫己Ч nm

: … . : . : . |
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パワ=測 定を行う

温
●

通常、本器はウォームアップのため 20分 間放置します。ウォームアッ

プしないと最高の確度は得られません。しかし、このサンプル●セッ

ションの場合は、最高確度を必要としませんらで、すぐに次のステップ

に進めます。

10。チャンネル A用 のスパラメータ・インジケータが点灯するまで Pammを 押します。

これで、左側の文字フィール ドにセンサの波長補正値が表示されます。光源の波長は

右側の結果フィール ドに表示されます。センサの波長を光源の波長に設定します。

∈∋と∈∋を使用して、変更する桁を選択します。変更可能な桁が点滅します。この

桁の値を変更する際は、∈∋と∈∋を使用します。

回 を押して回路の電気的オフセットを削除します。ZER01NGというメッセ
ージが

文字フィール ドに表示され、一―――が結果フィール ドで点滅します。

フロントパネルにあるボタンを押し、光源をオンにします。緑色の LEDが 点灯し、

光が出力したことを示します。

チャンネル Aの 結果フィール ドに光源のパワーが表示されます (ワット単位)。

‐
　
ニ

ｏ
ニ

1 1 。

12.

13.
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′
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図 1‐6.セ ンサ波長の変更
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図 1‐7.光源のパワー出力の測定

ロギング ・データ

ここで、250ポ イントのパワー測定値を記録するよう本器をセットアップします。この部
分は、「パワー測定を行う」の項で使用した設定で開始されます。

14。 Menuを 押してメニュー 0モードにします。モード・インジケータはMENUに 変更さ
れ、文字フィール ドにMEWUと 表示されます。

○ |

ユ ニ
2 ●●o l‖N“l l‖I R . t 。:‖ぃ !‖い l‖●

ι  R…   リ

図 1‐8.メニュー ・モー ドにする

15。Recordを押してレコー ド・アプリケーションを選択します。APPLオ ペレーション・

インジケータが点灯します。文字フィール ドには STABILTYと 表示されます。再度
Recodを押して文字フィール ドに LOGGINGを 表示させます。

υ
′

コ
亀

爾一　，′

日

コ
Ｊ

岬贋
］ピ［一‐′　̈

輌          自 Ⅸ
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18.

19。

16。団 を押すと、EDITオ
ペレーション・インジケータが点灯し、左側の文字フィール

ドに SAMPLESが 表示されます。その他の文字フィール ドには、測定されるサンプル

数の設定が表示されます。

Modifyキ ーを使って、サンプル数を 250に 設定します。

回 を押すと、文字フィ
ール ドにAUTODUMPが 表示されます。これが OFFで あるこ

とを確認します。OFFで なければ、① または0を 使つて OFFに してくださ
い。

Nextを押します。文字フィール ドに STArが 表示されます。① または⑩ を使って

ステー トを IMMEDIATに 設定します。こうすると、アプリケ
ーションを実行するとす

ぐにロギングが不ター トします。

再度⊂=)を 押すと、文字フィ
ール ドに LOGGINGと 表示されます。

これで、アプリケーションのパラメータを設定したことになります。アプリケ
ーショ

ンは 1分 かからずに値を記録します。この実行中に、ファイバを動かしたりねじった

りしてセンサに受信されるパワーを変化させます。

20。口 を押しアプリケ
ーションを開始します。本器には、RUNオ ペレ

ーション・イン

ジケータが表示されます。アプリケーション実行中、文字フィ
ール ドには測定される

サンプル数が去示されます。アプリケーションが終了すると、RUNイ ンジケ
ータは消

えます。

データの確認

ロギング0アプリケーションの完了後、記録されたデータを見ることができます。これは

ショー ・アプリケーションを使用して行います。

21.M。 “eを押します。文字フィール ドにSHOWと 表示されます。

22.団 を押します。文字フィール ドにMAXIMUMと ロギング中に測定した最大の測定値

が表示されます。

23.回 を押します。文字フィールドにMINIMUMと ロギング中に測定した最小の測定値

が表示されます。

24.回 を押します。文字フィール ドにDIFFと 、最大値と最小値の差が表示されます。

25。国 を押します。文字フィ
ール ドにAVERAGEと 測定値の平均値が表示されます。

26.回 を押します。文字フィ
ールドに■1と最初の測定値が表示されます。任意の測定

値を調るには、0と 口を使用します。

lo12  AFl



27.測 定値の確認が終了したら、団 を押します。文字フィ
ールドには再びSHOWと 表示

されます。

データのプロット

これでデータの記録が完了したので、 ヒューレットパッカー ドoィ ンタフェース ・バス

(HP―IB)を 使用してプロッタにプロットできます。

28.本 器を HP―GL機 能を持つグラフィックス ・プロッタヘ HP_IBケ ープルで接続 しま
す。このコネクタにプロッタと同時にその他のデバイスも接続することは避けてくだ
さい。プロッタがア ドレス 5に 設定されていることを確認してください。

29.本 器が トーク・オンリ・モー ドになってぃることを確認してください。 トーク・ォン

リ・モー ドになっている時は、TLX101LYIが ディスプレイ上部に表示されます。 トー

ク・オンリ0モ ー ドになっていなければ、次の手順に従ってください。

a.HP―IBと 文字フィール ドに表示されるまで syStemを繰 り返し押します。

b.団 を押します。文字フィール ドには、ADDRESSと いうメッセージと HP

8153Aの HP―IBア ドレスが表示されます。

c.回 を押します。文字フィール ドに、MODEと いうメッセージが表示されます。
TLK LSTNと いう文字が点滅します。

d.MOdifyキ ーを使って、HP‐IBス テー トをTLK ONLYに 設定します。

e.団 を押すと、文字フィール ドに HP―IBと 表示されます。

図 1‐9。HP 8153Aに 接続されたプロッタ

AF]  1‐13
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32.

30.PLOTと いうメッセージが文字フィール ドに現れるまで、 Recordを繰り返し押します。

団 を押します。文字フィ
ール ドにAUTOSCALが 表示されます。MOdiサ キーを使つ

て、このパラメータを ONに 設定します。これで、プロットのスケ
ールが自動的に決

まります。

Nextを押します。文字フィール ドに COMMENTが 表示されます。このコメントはプ

ロットに付加されるメッセージです。Modifyキ ーを使用してコメントを入力します。

∈∋と∈ヨを使って、
コメント内での文字位置を選択します。い 文字を選択 し、

い
コメントの番号1選 択してます。

33.団 を押すと、文字フィールドにPLOTと 表示されます。          |

34.〔Exec〕を押して測定値をプロットします。

測定結果のグラフがプロットされる間、R川 モード・インジケ
ータが現れます6プ ロツト

が終了すると、麒川 インジケータが消えます。

これで、サンプル・セッションを終了します。



ヌジヤメ3卜て́｀
い

測定モード M“≦ mstle

電源投入時のデフォルト●モードが測定モードです。本器が測定モードになっている場

合、モード・インジケータはMEASを 表示します。測定モードの場合、キーの機能は、
'キ ー上面の黒い文字で示されます。

Chanキ ー

chanキーでチャンネル (Aま たは B)を 選択します。ディスプレイ上部のチャンネル 0

インジケータは、選択されたチャンネルを示します。

測定モー ドの機能は、選択されたチャンネルだけに適用されます。

本器がリモー ト0オ ペレーションで動作する場合、 このキーは LocJと して機能します。
つまり、これを使用すると、本器はローカル ●オペレーションに戻 ります (ロ

ーカル 0

ロックアウトを設定していない場合)。

ローカル ・コントロール ‐測定モー ド 2‐1

湿
●



Modeキ ー

Modeキ ーでオペレーティング 0モー ドを変更します。測定モード時にこのキーを押すと、

メニュー ・モー ドになります (メ■ュ
ー 0モー ドについては次章を参照)。

温
●

本章で述べるコマンドが使用できるのは、測定モー ドに限られます。

Paramキ ー

Panmキーは変更する測定パラメータを選択する際に使用します。パラメータ・インジ

ケータには選択したバラメータが表示され、文字フィ=ル ドにはそのパラメータ値が表示

されます。他のパラメータを選択するには再度〔Pamm】キーを押します。ハ
ードウェアに特

定のパラメータが使用されていない場合は、それを選択できません。           、

選択したパラメータは、Modifyキ ーを使って変更します (Modifyキ
ーについては本章

で後述します)。ただし、パラメ
ータの中には本器によつて決定されているものがあり、 一

これらは変更できません6

メニュー・モードのアプリケーションにも測定モードで設定したバラメータが使用され

ます。

エントリ・ステータス

1つのパラメータを選択すると、変更可能な部分が点滅します。変更可能な部分は1つの

桁や文字、またはパラメータ全体であることがあります。1つ のパラメータまたはパラ       _

メータの一部は、点滅している間に変更することができます。

10秒以内にModifyキ ーを押さないと、点滅が止まり、値を変更することはできません。

再度変更可能にするには、任意の Modifyキ ーをもう一度押します。

パラメータ情報は変更されるまでメモリに保持されます。本器の電源を

切ってもパラメータに影響はありません。温
●
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デフォル ト値

Paramを 2秒 以上押し続けると、パラメータがデフォル ト値に設定されます。

パラメータ ・リス ト

パラメータおよびその仕様は次の通 りです。         ・

λ

これは波長の値です。モジュールによっては、規定された範囲内の任意の値に波長を設定

することがあります (パワ
ー ・センサなどに対して)。他のモジュ

ールでは、2つ (例12

波長光源など)か ら 1つ の波長を選択できます。その他の場合は、モジュ
ールがこの値を

設定します。ユーザはその値を表示できますが、変更はできません。

ディスプレイ ● η 留机.電nm

フォーマット

リミット    使 用するモジュールによる

/  分
解能     0.lnm

デフォル ト   使 用するモジュールによる

CAL

これは、外部の光経路を補正するために入力する校正オフセットです。この値は自動的に

入力信号から減算されます。

現 εα,。red(J″η)=鳥 れp・1(Jβπ)一 σttZ(dB)

こ こで 、

Pmeasuredは測定した光の表示値
Phpttは 入力光レベル

CALは 校正オフセット

ディスプレイ ・ 土 ηηη。2ηn dB

フォーマ ッ ト

リミット      ー 200.000dB<η ηη.nnn≦ +200,000dB

分解能     .001dB
●

デフォル ト    0,000dB
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校正係数がゼロでない場合は、CALパ ラメ
ータ 0イ ンジケータは半分の明るさで点灯した

ままになります。

T

これは、信号を平均化する時間の長さです。アペレージング時間が長 くなると、確度が高

くなり、測定の S/N比 が向上します。また、・アペレ
ージング時間が長 くなると感度力奮 寵L

デヒし、ディスプレイ上の測定値の更新期間が長 くなります。

アペレージング時間が 1秒 以下の場合、アペレージング時間が終了するたびに新たな測定

値がディスプレイに表示されます。図 2-1を参照してください。それぞれの xで 新しい測

定値がディスプレイに表示されています。

)Tn'.""s" f
| | | | | |

図 2‐1.TAverage≦ 1秒での測定

アベレージング時間が 1秒 を超えると、xの 値は次の式で計算されます。

ππeυ=″ὸd(1--7)+SαmpJc(1ち考1;L)
こ こで

xnew   は 新しい表示結果

xold   は 前の表示結果

r O

Sample は ハー ドによって設定   ‐

Tavg  は アペレージ時間 (ユ
ーザにより設定)

Tsample はハードにより設定される読み取り時間

もし測定状態が変化した時 (例えば、レンジの変更など)xoldはリセットされ、ア
ペレー

ジが再び開始されます。これはオートレンジICおいて表示速度を早める為です。

ディスプレイ ・  η ttη ms,s,min

フォーマ ッ ト

値            20,50,100,200,500ms,1,2,5,10,20,3os,1,2,5,10,15,20,
30,601nin

デフォル ト    2001ns

2‐4 ロ ーカル ・コントロール ・測定モー ド



回 □ ∩ n O 嘔 : M E n S            E E D E ■ L Ⅵ

屈∂∂S dBm   ′]′己Ч ni
古『Rヌ
ーーーーーー==― ――_____B

翻 mm   T        Pne聞

・
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REF

リファレンス0レベルに対する相対値 (dB単位)が表示されます。このパラメータによっ
て、リファレンス・レベルが設定されます。リファレンスの単位は〔dBm W〕を使って選択
します。

リファレンスの設定 (変更)によって影響されるのは、dB単 位で表示されている結果だ
けです。

為づψ′αυ(α3)=fttecsured~REF

こ こで 、

Pasメayは 表示されている相対パワー

Pmeasuκdは 絶対パワー ・レベル (“CAL"参 照)
REFは リファレンス

‐
　
ニ

ｏ

ニ

対数単位

ディスプレイ

フォーマット

リミット

分解能

デフォル ト

土nηη.ηηη dBm

-200.000dBIn< η ηη.22電

0.001dBm

O.000dBm

≦+200.000dBm

図 2・2.ア ベレージング時間の測定
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リニア単位

ディスプレイ

フォーマ ット

リミット

分解能

デフォル ト

0 5桁 pW,nw,μ ヽ
ア
,mW

O.001pW≦ η≦ 9999。9mW

表 2-1参照

1000.OμW

+30dBm

+20dBm

+10dBm

OdBm

-10dBm

-20dBm

-30dBm

-40dBm

-50dBm

-60dBm

-70dBm

-80dBm

100μW

10μW

lμW

100nW

10nW

lnW

100pW

10pW

lpW

O.lpW

O.01pW

O.001pW

リニア ・パワーの

上限

1999.9mW

199。9911nVV

19,9991nW

1999。9μW

199。99μW

19.999μW

1999。9nW

199.99nW

19.999nW

1999.9pW

199.99pW

19.999pW

分解能

@T>100EEIS

AT「

光源から制御されるパワー出力の量です。このパラメータにより、出力光の滅衰量が設定

されます。

鳥“Ⅲォ=鳥 。urce―スTT(d3)

2‐6 ロ ーカル・コントロール ‐測定モード
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こ こで 、

Poutputはモジュールの出力瑞でのパワー ・レベル

Psourceは光源の出力端でのパワー ・レベル

ATTは 減衰量パラメータ

ディスプレイ ・ 士 η.n dB

フォーマット

リミット      0.OdB<η .η<6.OdB

分解能     0。 ldB

デフォル ト    0.OdB

AUX

光源の出カレベルは方形波によって変調できます。このパラメータによって、変調の周波

数が設定されます。変調は、CW(連 続波、つまり変調なし)、270Hz,lkHz,2kHzの 内
の 1つ を選択できます。

値          CW,270Hz,1,2kHz

デフォル ト   CW

Disp→ Refキ ー

このキーを押すと、入カパワー・レベルが測定され、それがリファレンスとしてス トアさ

れます。この方法でソファレンスを設定 (変更)し て影響を受けるのは、dB単 位で表示さ

れている測定だけです。

表示単位が dBmま たは Wattsで ある場合、測定されたパワー ・レベルは次のようにリ

ファレンスとしてス トアされます。

REF=Jtteα,ureご

ここで、

RE Fは リファレンス

Pme üredは絶対パワー 0レベル (“CAL"参 照)
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表示単位が dBの 場合、この値は次のようにdBmま たはWattsに 変換されてから、リ

ファレンスとしてストアされます。

REtteυ=島 ぉノαυ(J3)+RE鳥 記

ここで、

RE F n e wは キーを押 した後の リファレンス

Pd8口ayは 表示されている相対パワ
ー

REFoldは キーを押す前のリファレンス

dBキ ー

このキーを押すと、ディスプレイ上の測定値が dB単 位で表示されます。dB単 位の結果

は常に別のパワー・レベルとの対比で表示されます。つまリス トアされているリファレン

スに対して、あるいは 2番 目のセンサのパワー ・レベルに対しての相対値になります。

2セ ンサ時に回 を使用する

2つ のセンサが付いた機器の場合、dB結 果はチャンネル用にス トアされているリファレ

ンスと比較するか、またはその他のチャンネルのパワー・レベルと比較できます。

測定が別のチャンネルのパワー・レベルとdB単 位で比較されている場合、□∋を押すと、

ス トアされているリファレンスとの比較に変えられます。 リファレンス 0イ ンジケ
ータ

は、A/REFま たは B/REFを 示します。 ソファレンスを見るには、 Panmを 使用します。

リファレンスの設定には、〔Param】または〔osp→ Ref]を使用します。

Pa三,メαυ(dB)=島 ecsured~2EF

こ こで 、

PdL口ayは 表示されている相対パワ
ー

Pmetturedは絶対パワー ・レベル (“CAL"参 照)“CAL")

REFは リファレンス

測定がリファレンスとdB単 位で比較されている場合、□∋を押すと、別のチャンネ
ルの

パワー ・レベルとの比較になります。 リファレンス 0イ ンジケ‐夕は AノBま たは B/Aを

示します。結果をその他のチャィネルのパワー ・レベルと比較する場合、表示値の計算に

はス トアされているリファレンスも関係します。
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島ぉメαv(dB)=島eα3.redF cλ.れ
~耽eα9ured2ndcた。2~RギF

こ こで 、

Pasplayは 表示されている相対パワー

Pme¨u“dは 絶対パワー ・レベル (“CAL"参 照)“CAL")

REF REFは リファレンス

測定値の単位が dBま たはⅥrattsの場合、□∋を押すと結果が dB単 位になります。

1セ ンサ時に回 を使用する

回∋を押すと、結果はス トアされているリファレンスと比較され、相対値 として表示され
ます。 リファレンス ・インジケータは A/1EFま たは BノREFを 示します。リファレンスを

見るには、 Paramを 使用します。リファレンスの設定には、 Paramま たは D pヽ→Refを使

用します。

Pdづ̀PIαυ(dB)=Jttθα。しred~REF

こ こで 、

Pasメayは 表示されている相対パワー

Pmetturedは絶対パワー 0レベル (“CAL"参 照)
REFは リファレンス

The dBm/Wキ ー

このキーを押すと、結果が dBmま たは Watts単 位で表示されます。

結果が dB単 位の場合、 dB wを 押すと結果が dBmま たは Watts単 位で表示されます。

結果が dBm単 位の場合、 dB wを 押すと結果が Watts単 位で表示されます。

結果が Watts単 位の場合、 dB wを 押すと結果が dBm単 位で表示されます。
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Zeroキー

このキーはセンサ 0モ ジュールで機能します。国 の機能は、
センサ回路内の電気オフ

セットを取 り除くことです (ゼロ補正)。

測定は、光パワーを電気パワーに変換してから電気パワ
ーを測定することで行われます。

電気オフセットとは、光が入力されなくても常に存在するパワーをいいます。このオフ

セットを取 り除かないと、測定結果に影響があります。

回 を押すと、光が入力されないときの電気
パワーが測定されます。本器はこの値を使

用し、進入してくるすべての信号からオフセットを取 り除きます。

湿
●

電気オフセットは環境条件および本器の温度によって値が変わります。

最高の結果を得るには、次のことを行う必要があります。

■本器の電源コー ドをAC電 源に接続する (24時間)

■本器をウォーム ・アップする (20分 )

■光入力が光を受けていないことを確認する。マルチ 0モ
ー ド0ケ ープ

ルを使用する場合は、ケープルを外し、センサヘの入力をカバ
ーし、

ゼロ補正を実行する。

重要な測定を行 う前に、本器でゼロ補正を実行する習慣を付けるように

してください。

ゼロ補正は、選択したチャンネルのみに対し、選択した波長で実行されます。ゼロ補正は

全測定レンジに対して自動的に実行されます。

F liEEiMEFs Eコ国●■Lll

lコ |コ u
l」  ′ L  a n m

輛           珈

三:憂:聾:暑I ttf:

O  I

ユ ニ

図 2・3.チャンネル Aの ゼロ補正中のディスプレイ
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ゼロ補正中、センサ入力に光が入力された場合、ZERO ERRと

』f4善 方軍ごfttT1   2れます。その光を排除できず、しかし、本器の使用は続けたい場

とでゼロ補正を中止できます。

N Digキ ー

このキーで、測定結果の小数点以下の桁数を選択します。まず NDな を使用すると、表示
されている桁数が減 ります。桁数が 1ま で減ったとき、 Ndな を押すと、桁数が増えま

す。小数点以外の最高桁数は 3桁 です。

レンジ ・キー

レンジ●キーは、結果の単位レンジを選択する際に使用します。下表は測定結果に対し可

能なレンジを示しています。使用できるレンジは使用モジュールによって異なります。
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表 2‐2.パ ワー ・レンジ

レンジ

+30dBm

+20dBm

+10dBm

OdBm

-10dBm

-20dBm

-30dBm

-40dBm

-50dBm

-60dBm

-70dBm

-80dBm

-90dBm

-100dBm

-110dBm

リニア ・パワーの

上限

1999.9mW

199。99mW

19.999mヽV

1999。9μlV

199.99μWV

19.999μW

1999.9nW

199.99nW

19。999nW

1999.9pW

199.99pW

19。999pW

l.999pl 「ヽ

0.199pWV

O.019pW

使用中のレンジは、レンジ●キーを押している間ディスプレイに表示されます。ただし、

レンジ・キーを押すと使用中のレンジが変わることになるので注意してください。 Auto

を押すと、自動レンジ切換えがオン/オフします。⊂∋または Downを 押すと、次のレ
ンツ

が選択され、表示されます。

測定結果の下にある棒グラフは、測定パワーの大きさを図形的に表示します。棒の左端は

選択されたレンジの0%を 示し、右端は選択されたレンジの100%を示します。
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Autoキー

このキーで、測定結果の自動レンジ切換えをオン/ォフにします。自動レンジ切換えにす
ると、結果値が必ずフル ・スケールの 9%～ 100%で 表示されます。自動レンジ切換えが
オンの間、オペレーション0イ ンジケータはディスプレイの中央に AUrOを 表示します。

デフォル ト●ステー トでは、自動レンジ切換えがオンです。

Upキ ー

このキーで、次に高いレンジを選択します。自動レンジ切換えがオンのとき、このキーを
押すとそれがオフになります。

例      本 器のレンジが 2.000～19。999μWで ある場合、⊂Dを 押すと、これが
20.00-199。99μWの レンジになります。

Downキ ー

このキーで、次に低いレンジを選択します。自動レンジ切換えがォンのとき、このキーを
押すとそれがオフになります。

本器のレンジが-20dBmで ある場合、 Downを 押すと、これが-30dBm

レンジになります。

アナログ出力

アナログ出力は、センサ 0モジュールの前にあるBNCコ ネクタで出力されます。現在の

光レンジにおいて、入力される光パワーの強さに直接的に比例した電圧として出力され
ます。

アナログ信号は、常に0～2Vの レンジであり、2Vが 現在のレンジにおける入力信号のパ

ワーの最大値にあたり、またOVは 無入力に相当します。レンジが変化した時には、(例え
ば、オートレンジでは)2Vに 相当するレベルも変化します。その為、アナログ出力を使
用する際にはオートレンジをオフにし、⊂⊃または〔Down〕を用いて、アプリケーションに
対して最適なレンジを選んでください。

アナログ出力を必要とするアプリケーションは、レーザに供給する電流を制御するフィー

ドバック用閉ループか、オシロスコープで光パワーをモニタするものでしょう(アナログ

信号は入力信号に比例し、表示されたパワーは平均値を表示します)。

例
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Modlfyキ ー

これらのキーはパラメータを変更する際に使用します。変更を行う際には、2種 類のパラ

メータがあります。1つ は、いくつかの前もって決められている値の内の 1つ を選択でき

るパラメータで、これはディスクリー ト値のパラメータです。もう1つ は、ある範囲以内

の任意の値を選択できるパラメータで、これは連続値パラメ
ータです。

デ ィスク リー ト値 パ ラメー タの変更

いくつかのディスクリー ト値の中から 1つ を選択する場合、い 次に高い値を選択し、

い 次に低い値を選択します。

例       ア ペレージング時間の設定は特定の値に限られています。現在のパラ

メータが 200msで 、それを変更する場合、0を 押すと、値が 500ms

になり、oを 押すと、値が 100msに なります。

∈∋と∈∋を使っても、ディスクリート値パラメニタの変更に影響はありません。

連続値パラメータの編集

ある範囲以内で値を設定する場合は、各文字を別々に変更できます。

∈∋を押すと、変更可能文字が左隣りの文字に変わります。∈ヨr、 変更可能文字が右隣

りの文字に変わります。変更可能文字には、数値パラメータの各数字、小数点 (以下参

照)、メッセ
ージ中の文字があります。変更するために選択した文字は点滅します。

oを 押すと、変更可能文字が数字の場合は数が減り、文字の場合はア
ルファペット順で、

それより前の文字になります。〔Dを押すとその逆になります。

単位の変更

ワット値の量を変更するには、小数点を変更可能文字として選択します。小数点を左に動

かすには 〔Dを 使い、小数点を右に動かすには 〔Dを 使
います。

小数点が一番右/左の位置に到達したら、このキ
ーを再度押すと、単位の乗数が変わり

ます。

例       リ ファレンスを変更する場合に、その値が 234.5μWで 変更フィ
ール ド

が小数点にある場合、 CDを 押すと、値が 2。345mW ICな ります。

同様IC、値が 2.345μWで 変更フィール ドが小数点にあるリファレンス

を変更する場合、 口Dを 押すと、値が 234.5mWに なります。
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メニュー ・モー ド ノタル1ル|′ノこ

メニュー ・モー ドでは、数種類の高度な測定アプリケーションが可能です。本器をこの

モー ドで使用した場合、モー ド・インジケータが MENUを 示し、キー ・パッドの上方にあ

る青い文字が使用可能なコマンドを表します。

Chanキ ー

〔Chan〕キ
ーでチヤンネルを選択します。これは Aま たは

最上部のチャンネル ●インジケータは、選択されたチャ

Bの いずれかです。ディスプレイ
ンネルを示します。

温
●

メニュー・モードでの機能は、選択されたチャンネルに対してのみ適用

されます。

本器をリモー ト・コントロールで使用する場合、このキーは LocJと して機能します。つ

まり、これを押すと、本器はローカル ●コントロールに戻 ります (ロ
ーカル ・ロックアウ

トを設定していない場合)。
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Modeキ ー

Modeキーを押すと、オペレーティング●モードが変わります。メニュー・モ
ードでこの

キーを押すと、本器は測定モードになります (測定モ
ードについては前章1参 照)。

温
‘

本章で述ぺるコマンドが使用できるのは、メニュー・モードに限られ

ます。

System *-
Systemキーを押すと、本器はシステム。モードになります (システム

oモードについては

次章を参照)。

Modifyキ ー

Modifyキ ーの使用方法については、第 2章 の 「Modifyキ ー」の項で説明しています。

Lossキ ー

国 キ
ーを押すと、ロス・アプリケーションが開始します。このアプリケーションを実行

するには、光源とセンサ●モジュールの両方が必要です。

ロス測定を行うと、光信号がデバイスを通過する際の損失が判かります。ロスの計算には

次の式を用います。

五οss=10J“(フ扉)aβ

ロスを■ll定するには、Pinと Poutの両方の量が必要です。このモー ドではアプリケーショ

ンを実行するとPinが測定されます。 ソファレンスを確立すると、本器は以降の結果をす

べてリファレンスとの比較で表示します。 これらの結果がロスの測定結果になります。

3‐2 ロ ーカル 0コ ントロール ‐メニュー 0モー ド
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図 3・1。ロス・アプリケーションのリファレンスの測定

5。国 を押します。

リファレンスが測定され、アプリケーションが実行されます。,アプリケーションの実行

中、オペレーション0イ ンジケータが鳳mを 表示します。

レーザの出力中は、レーザ出力に接続されている光ケ
ープルの端を覗か

ないでください。
酷
●

温
―

ロス測定中は、光源側のコネクタを外さないでください。光源の結合で

の小さな変化が測定に大きなエラーを発生させることがあります。

リファレンスを確立すれば、被測定デバイスをシステム内に入れることができます。
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図 3・2.被測定デバイス (DUT)の ロスの測定

被測定デバイスを挿入、変更するときは、アプリケーションの停止、再開を行わないでく

ださい。アプリケーションを開始するたびに、新しいリファレンスが測定されます。 リ
ファレンス値を乱さないで、光源のオフ、オンが行えます。オフ、ォンは、被測定デバイ
スを変更するときにレーザ放射にさらされることを避けるために行います。

アプリケーションの実行中、結果フィール ドにはロスが dB単 位で表示され、文字フィー

ル ドにはリファレンスが dBm単 位で表示されます。図 3-3で は、1が 結果フィール ド

を、2が 文字フィール ドを示しています。2波 長光源の両方の波長を使用する場合、両方
の波長のロスとリファレンスが表示されます。短い方の波長のロスおよびリファレンスは

左に、長い方の波長のロスおよびソファレンスは右に表示されます。

n  I I ●●E :   P N U          E E E t t L Ⅵ

屋][『
dB ‐
  晨 8 8 FdB

鵠 爾 丁
―
雨
― ― B / R E F

諄:“言1.Td飾   中 .1:■1l d

○ |

ユ ニ

¶
出

黎

図 3・3.ロ スの測定結果

ローカル ・コントロール ‐メニュー 0モ ー ド 3・5



国 を押すと、アプリケ
ーションの実行が停止します。

R e c O r dキ ー

〔Recordlキーを押すと、レコ
ード・アプリケーションが開始されます。レコード0アプリ

ケーションにより、多数のサンプルを連続してとることができます。レコ
ード●アプリ

ケーションには、下記の3つのタイプがあります。

■Stabilityでは、ある指定期間において均等な間隔でサンプルを測定します。

■Loggingでは、指定した数のサンプルを次々と間隔をおかずに測定します。つまり、最

初のサンブルが終わるとすぐに次のサンプルが始まります。

■Manual Loggingでは、ユーザが〔Exec〕キーを押すたびに、1つのサンプルが測定され

ます。

これ以外にも、プロットおよびプリント●アプリケーションがあり、レコ
ー ド0ア プリ

ケーションのサンブルを図形的にプロットしたり、プリントアウトすることができます。

Recordキ ーの最終的なアプリケーションは、Min Maxア プリケ
ーションです。これは、

測定値の最小値、最大値、その差分をパワーが変化することに表示します。

準備

どのレコード●アプリケーションを実行する場合にも、センサ。モジュールが必要です。

スタビリティ・アプリケーションまたはいずれかのロギング●アプリケーションの場合、

必要なハードウエアのセットアップは、被測定デバイスをセンサに接続することだけです。

3‐6 ロ ーカル 0コ ン トロール ‐
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図 3‐4.レ コー ド・アプリケーションのセットアップ

サンプルをプロットするには、HP―GLプ ロッタが必要です。また、サンプルをプリント

アウトするには、ThinkJetプ リンタが必要です。プロッタまたはプリンタを使用する場

合、本器後面の HP―IBコ ネクタにはその他のデバイスは接続できません。プロッタのデ
バイス・ア ドレスを 5に 、プリンタのデバイス・ア ドレスを 1に 設定してください。プリ
ンタ/プロッタに出力するには、本器の HP―IBス テ

ー トを Talk Onlyに 設定してくださ
い (この方法については、第 4章 の 「MODE」 の項を参照)。

ファームウェアのリビジョンが 1.7以上の時、プリンタ、プロッタに出力するには、機器
の HP―IBス テー トは Talk Listenに設定しなければなりません。

レコード●アプリケーションを開始する前に、使用する測定パラメータをすべて適当な値
に設定してあることを確認してください。特に重要なのは、センサに対してTと λが設定
されていることの確認です。メニュー・モードになっている場合は、測定モードに戻らな
いとパラメータを設定できません。

Recordを押したら、 Reco"d,回 または回 を使って、アプリケ
ーションを選択しま

す。〔Recod〕と〔Next〕を使うと、次のレコード・アプリケーションを選択でき、回 前の
レコード・アプリケーションが選択できます。レコード・アプリケーションの使用中は、
オペレーション0イ ンジケータがAPPLを 示します。アプリケーションは選択したチャン

ネルの文字フィールドに表示されます。
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スタビリティ・アプリケーション

スタビリティ・アプリケーションでは、ユーザが指定した期間に等間隔で測定値がサンプ

リングされます。まず、被測定デバイスからの出カパワ=を 連続 してサンプリングします

(つまり、1つ のサンプルが終了するとすぐに次のサンプルが始まります)。次に、サンプ

ルが指定期間の全体で均等な間隔になるように、デ=夕 の一部が廃棄されます。最大サン

プル数は 500で す。

例       Tavgを lsに設定します (Tavgは測定モ
ー ドで設定したT)。

ユーザはスタビリティ・アプリケーションの合計時間を 8分 22秒 に設

定します。これは合計時間 502秒 になります。

502個 のサンプルが測定されますが、最後にサンプルが等間隔 (251

個)に なるように偶数番目のサンプルはす
べて廃棄されます。

スタビリティ0ア プリケーションを選択すると、文字フィール ドに STABILTYが 表示され

ます。

n m  に Ш           日 鵬 団

aggp因

I:T「:]ILT∵

O  I

ユ ニ

図 3‐5.ス タビリテイ・アプリケーションの選択

このアプリケーションには2つ のパラメータがあります。T_TOTALで スタビリティ・アプ

リケーションの合計時間を設定します。Al月ODUMPで 、アプリケーション終了時のサンプ

ルの自動プロット/プリントをオン/オフします。その他のパラメータ(波長、Tavgなど)
は、測定モー ドで与えられた値を使用します。

パ7メータを見たり、変更するには、⊂=)を押します。⊂亜)を押すと、回 および
國 を使って

パラメータを選択できます。パラメータの変更中は、オペレ
ーション・イン

ジケータがEDITを 示します。
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T…TOTAL

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにT_TOTALと いうメッセージが表

示されます。右側の丈字フィール ドには、測定時間が表示されます。

■時間の変更は Modifyキ ーで行います。時間の下限は 1秒で、合計時間の上限は99時

間 59分 59秒 です。表示される値は常に測定時間の設定値です。測定が行われる方法に

よつて、アプリケーションが T_TOTALよ り少し長く実行されることがあります。実際
の測定時間とT_TOTALの 時間差はシステム構成を含んだ設定要因の数に依存します。

時間差の最悪値は30s/hです。

■設定を終了するのであれば、⊂=)を押し、別の
パラメータを変更するのであれば、

回 または国 を押します。

AUTODUMP

このパラメータを選択すると、左側の文字フィールドにAUTODtIMPというメッセージが表

示されます。右側の文字フィール ドには、自動ダンプがオンになっているかどうかが表示

されます。ダンプには、サンプルのプロットとサンプルのプリントアウトがあります。自

動ダンプがオンの場合、スタビリティ0ア プリケーションで最後のサンプルが測定された

直後にダンプが行われます。

湿
●

その他のアプリケーションでも同じAuЮ DUMPパ ラメータを使用し

ます。例えば、ロギング●アプリケーションでこのパラメータを変更

すると、スタビリティ・アプリケーションに影響します。

プロットoア プリケーシヨンでは自動プロット用にパラメータを設定

し、プリント●アプリケーションでは自動プリント用にパラメータを

設定しまする これらのアプリケーションについては、本章で後述し

ます。

他のチャンネルでスタビリティ、あるいはロギング・アプリケーショ

ンを実行中に自動ダンプをオンにしないでください。自動ダンプは実

行優先順位が高いので、プロットあるいはプリントしている期間は他

のチャンネルのアプリケーションは実行されません。

ロギング●アプリケーシヨンの場合には、サンプル同士の時間間隔が
一定でなくなります。スタビツティ・アプリケーションの場合には、

ダンプ中に新しいデータが記録されなくなります。

■Modi f yキーを使ってダンプをオンにします。これをOFFにすると自動プロットと自

動プリントをオフにすることができます。また、値をPLOT T E Rにするとプロット、
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PRINTERに するとプリントができます。表示される値は常にプロット/プリントの設定

値です。

■団 を押して設定を終了します。または、 Nextや 口 を押して引き続きその他の
パ

ラメータを変更できます。

スタビリティ・アプリケーションの実行

アプリケーションを実行するには、国 を押します。
パラメータの変更中は、アプリ

ケーションを実行できません。アプリケーションの実行中、オペレーション・インジケー

タは RUNを 示します。

アプリケーションの実行中、結果フィール ドはサンプルを示し、文字フィール ドはアプリ

ケーションが終了するまでの時間を示します。すべてのサンプルが測定されると、オペ

レーション 0イ ンジケータの RUNが 消えます。

Pauseを押すと、アプリケ=シ ョンの実行が中断します。 もう
一度 Pauseを押すとアプリ

ケーションが再開します。中断中に、測定モー ドでアプリケーション用に設定されたバラ

メータを見ることができます。パラメータの選択は Nextと口 行います。

国 を押すと、アプリケ
ーションが停止します。

ロギング 0アプリケーション

ロギング●アプリケーションでは、連続するサンプルが多数測定されます。ユ
ーザはサン

プル数を指定します。連続サンプルとは、1つ のサンプルが終了するとすぐ次が始まるサ

ンプルです。

ロギング アプリケーションを選択すると、文字フィール ドにLOGGINGと 表示されます。

このアプリケーョンには数種類のパラメータがあります。SAMPLESで 測定するサンプル

数を設定します。AUrODUMPで 、アプリケーション終了時のサンプルの自動プロット/プ
リントをオン/オフにします。ST岬ばで、測定開始時に満たさなければならない条件を定

めます。THRESHLDで 、測定開始時にクロスしなければならないスレッショル ド●パワー

を設定します。その他のパラメータ (波長、Tavgな ど)は す
べて測定モー ドで設定された

値を使用します。

パラメータを見たり、変更するには、⊂=)を 押します。団 を押した後は、 Nextと

回 を使って
パラメータを選択できます。パラメータの変更中は、オペレーション●イン

ジケータは EDITを 示します。
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ロギング●アプリケーションの場合、全測定時間はアペレージ時間とサンプリングされた

データを処理する時間から決定されます。つまり、次のサンプルは前の測定値がサンプリ
ン久 処理されてから初めて実行されます。

処理時間はシステム構成を含んだ設定要因の数に依存します。また、他のチャンネルでア

プリケーションや測定を実行しているとサンブル間の処理時間は一定でなくなることがあ

ります。

プリンタあるいはプロッタの出力には、アペレージ時間 と処理時間を含んだ、アプリケー

ション中の全時間が記されます。

SAMPLES

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにSAMPLESと いうメッセージが表

示されます。右側の文字フィールドは測定されるサンブル数を示します。

日  ¨      MENU                    EED口 ■LⅥ

屁]i pH

I:デl計:F:i.̈壼I:       :I巻 義:
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ユ ニ

図 3‐6.サ ンプル ・アプリケーション・パラメータの変更

■サンプル数の変更は Modifyキ ーで行います。下限は2で 、上限は 500で す。表示され

る値は常にサンプル数の設定値です。

■設定を終了したらG=)を 押し、その他の
パラメータ1変 更する場合はさらに回 また

は国 を押します。
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AUTODUMP

このパラメータを選択すると、左側の文字フィールドにAUrODtIMPというメッセージが表つ

示されます。右側の文字7イ ール ドは自動ダンプがオンであるかどうかを示します。ダン

プには、サンプルのグラフィック・プロットとサンプルのプリントアウトがあります。自

動ダンプがオンの場合、ロギング・アプリケーションで最後のサンプルが測定された直後

にダンプが行われます。

導
―

その他のアプリケーションでもAtrrODuPパ ラメータを使用します。

例えば、スタビリティ・アプリケーションでこのパラメータを変更す

ると、ロギング・アプリケーションに影響します。

プロット・アプリケーションでは自動プロット用にパラメータを設定

し、プリント●アプリケーションでは自動プリント用にパラメータを

設定します。これらのアプリケーションについては、本章で後述し

ます。

他のチャンネルでスタビリティ、あるいはロギング●アプリケーショ

ンを実行中に自動ダンプをオンにしないでください。自動ダンプは実

行優先順位が高いので、プロットあるいはプリントしている期間は他

のチャンネルのアプリケーションは実行されません。

ロギング・アプリケーションの場合はサンプル同士の時間間隔が一定

でなくなります。スタビリティ・アプリケーションの場合には、ダン

プ中に新しいデータが記録されなくなります。

■ Modifyキ ーを使ってダンプをオンにします。 これを OFFに すると自動プロットと自

動プリントをオフにすることができます。また、値を PLOTTERに するとプロット、

PRINTERに するとプリントができます。表示される値は常にプリント/プ ロットの設定

値です。

■回 を押して設定を終了します。または、⊂e=P⊂ コ を押して引き続きその他の
パ

ラメータを変更できます。

START

このパラメータを選択すると、左側の文字フイール ドに STARTと いうメッセージが表示

されます。右側の文字フィール ドは、スター ト条件がどれに設定されているかを示しま

す。アプリケーションは Execを押すとすぐに開始します。あるいは入カパワー ・レベル

があるスレッショル ド以下/以上になったときに開始することもできます。
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ロスター ト条件の選択は Modifyキ ーで行います。その値を IMMEDIATに 設定すると

口 を押した時点ですぐにアプリケ
ーションが開始します。ABOVEに 設定すると入力

パワー 0レ ベルがあるスレッショル ド以上になると、BELOWに 設定すると入カパワー・

レベルがあるスレッショル ド以下になると、アプリケーションが開始します。表示され

る値は常にスター ト条件の設定値です。

■団 を押して設定を終了します。または、 Nextや 回 を押して引き続きその他のパ

ラメータを選択します。

THRESH:LD

このパラメータが選択できるのは、STARTが ABOVEま たはBELOWに 設定されているとき
に限られます。このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにTHRESHLDと いう
メッセージが表示されます。右側の文字フィール ドは、アプリケーションがサンブルを測
定し始める前にクロスしなければならないスレッショルドを示します。

■スレッショル ドはMOdifyキ ーで変更します。下限は-400.00dBmで 、上限は

400.00dBmで す。表示される値は常にスレッショル ドの設定値です。

■変更を終了したらG=)を 押します。または、国亜X計 ⊂コ を押して引き続きその他の
パラメータを変更します。

ロギング 0アプリケーションの実行

このアプリケーションを実行するには、 Execを 押します。パラメータの変更中はアプリ

ケーションを実行できません。アプリケーションの実行中、オペレーションインジケータ

は RUNを 示します。

アプリケーションの実行中、結果フィール ドはサンプルを示し、文字フィール ドは測定さ

れたサンプル数を示します。すべてのサンプルが測定されると、オペレーション・インジ

ケータの RUNが 消えます。

Pauseを押すと、アプリケーションの実行が中断されます。もう一度これを押すと、アプ

リケーションが再開します。 Pauseを 押すと、測定モー ドでアプリケーション用に設定さ

れたパラメータを見ることができます。パラメータは Nextと口 選択します。

Execを押すと、アプリケニションの実行が停止します。
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マニュアル ・ロギング ・アプリケーション

マニュアル・ロギング●アプリケーションでは、ユーザが〔Exec〕を押すたびにサンプルが
測定されます。

ロギング●アプリケーションを選択すると、文字フィール ドにMAN LOGGが 表示されます。

既存のサンプルを見たり、再度サンプルを測定するには団 を押します。団 を押した

後は、Modifyキ ーを使ってサンプルを選択できます。サンプルの選択中は、オペレ
ー

ション●インジケータが EDITを 示します。再度サンプルをとるには、国 を押します。

入カパワー ・レベルが、選択されたパワー 0レ ベルと入れ替わります。

選択を終了したら、団 を押します。

マニュアル ・ロギング ・アプリケーションの実行

アプリケーションの実行中、結果フィール ドは入カパワー ・レベルを示し、文字フィール

ドは測定されたサンプル数を示します。

測定値をサンプリングするには、〔Exec〕を押します。国 を押すと、その結果が次のサン

ブルと

例

してストアされます。

現在、ユーザはサンプルをしていません。文字フィール ドは#61(61個

のサンプルが測定された)を 示しています。国 を押すと、入カ
パ

ワー ・レベルが読み取られ、サンブル番号 62と してス トアされます。

文字フィール ドに#62が 表示されます。

サンブルが測定されている間、オペレーション●インジケータは RUNを 示します。

プロット・アプリケーション

プロットoア プリケーションでは、スタビリティまたはロギング・アプリケーションから

サンプルがとられ、サンプルのプロットが作成されます。サンプルのプロットは、一番最

後に測定されたスタビリティ/ロギング/マニュアル●ロギング・アプリケーションのもの
になります。

サンプルのプロットを作成するには、HP―GLプ ロッタが必要です。本器後面の HP―IB

コネクタにはプロッタ以外のデバイスを接続しないで ください。プロッタのデバイス・ア

ドレスは 5に 設定してください。プロッタヘ出力するには、HP―IBス テー トを Talk

Onlyに 設定してください (この方法については、第 4章 の 「MODE」 の項を参照)。

3 o 1 4  ロ ーカル ・コントロール ‐ モー ド



ファームウェアのリビジョンが 1.7以上の時、プリンタ、プロッタに出力するには、機器
の HP―IBス テー トは Talk Listenに設定しなければなりません。

温
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ファームウェアのリビジョンを知るには、機器の電源を切 り、キーを押
しながら電源を入力します。ファームウェアのリビジョンは表示の右下
に示されます。

プロット・アプリケーションを選択すると、文字フィール ドに PLOTと 示されます。この

アプリケーションには数種類のパラメータがあります。AWOSCALで 、プロットの自動ス

ケールをオン/オフにします。Y_MINで プロットの y軸 の最小値を設定し、Y_MAXで ブ
ロットの y軸 の最大値を設定します。COMMENTは 識別のためプロット上に表示される8

文字までのメッセージです。

パラメータを見たり変更するには団 を押します。団 を押すと、回 と口 を使っ

てベラメータを選択できます。パラメータの変更中、オペレーション・インジケータは

EDITを 示します。

AUTOSCAL

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにAUrOSCALと いうメッセージが表
示されます。右側の文字フィール ドは、自動スケーリングがオンであるかどうかを示しま

す。自動スケーリングがオンのとき、本器はサンブルを調べてy軸 に最適の範囲を決定し
ます。

■自動スケーリングをオンにナるには、Modifyキ ーを使います。自動スケーリングをォ
フにする際は値をOFFに 、自動スケーリングをオンにする際はON ICします。表示され
る値は常にスケーリング用の設定値です。

■設定を終了したら団 を押します。あるいはその他のパラメ
ータを変更するのであれ

ば、〔Next〕または回 を押します。

自動スケーリングがオフ時に設定する最大、最小値は大ざっばなものになりがちです。自
動スケーリングがオンのときには、適当な間隔 (間隔は1,2,5の いずれかの倍数)で y
軸を 11に 区切るように計算されます。
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Y_MIN

このパラメータは AUTOSCALが OFFに 設定されていないと選択できません。このパラ

メータを選択すると、左側の文字フィール ドにY_MINと いうメッセ
ージが表示され、右

側の文字フィール ドにはプロットの y軸 の最小値が表示されます。

■y軸 の最小値の変更は Modifyキ
ーで行います。下限は-800.00dBmで 、上限は

800。00dBmで す。表示される値は常に最小の設定値です。

■設定を終了したら団 を押します。あるいはその他の
パラメータを変更するのであれ

ば、 Nextま たは国 を押します。

Y_MAX

このパラメータはAUrOSCALが OFFに 設定されていないと選択できません。このパラ

メータを選択すると、文字フィール ドにY_MAXと いうメッセージが表示され、右側の文

字フィール ドにはプロットの y軸 の最大値が表示されます。

■y軸 の最大値の変更は Modifyキ
ーで行います。下限は-800.00dBmで 、上限は

800.00dBmで す。表示される値は常に最大の設定値です。

■設定を終了したら団 を押します。あるいは、その他の
パラメータを変更するのであ

れば、 Nextま たは国 を押します。

COMMENT

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにCOMMENTと いうメッセージが表

示され、右側の文字フィール ドにはコメント文字列が表示されます。コメント文字列は、

プロットを識別するためのものです。

温
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同一のチャンネル内の他のアプリケーションもCOMMENTパラメータを

共用します。プロット0アプリケーションでこのパラメータを変更する

と、プリント●アプリケーシヨンも影響を受けます。

■ コメントの編集はModifyキ ーで行ぃます。コメントには8文字あり、数字 (0～9)、

演算記号 (―,+)、スペ
ース、文字 (A～Z)、句読記号 (1,?,。,,,:,3,と ,|,0,#,$,

%,*,[,],← ,または →)が使えます。表示される文字は常に変更可能な
コメント文

です。



■設定を終了したら団 を押します。あるいはその他の
パラメータを変更するのであれ

ばt⊂亘⊃または国 を押します。

プロット・アプリケーションの実行

このアプリケーションを実行するには、国 を押します。
パラメータの変更中はこのア

プリケーションを実行できません。アプリケーションの実行中、ォペレーション0イ ンジ

ケータは RUNを 示します。

サンプルがないまたはサンプルが無効であるプロットを実行しようとすると、文字フィー

ル ドにⅣO DATAま たは DATA?が 表示されます。この場合、アプリケーションは実行され

ません。

プロットが終了すると、オペレーション・インジケータの RUNが 消えます。

Execを押すと、アプリケーションが停止し、文字フィール ドにABORTEDと いうメッセー

ジが現れます。

プ ロッ トの読 み取 り

図 3-7は プロット例を示しています。この図の各エリアを説明します。

■HPロ ゴと機器番号

■サンブルを生成するレコー ド・アプリケーションのタイプ (STABILITY,LOGGI‖ G,

MAN LOGGの 内の 1つ )

■ コメント.プ ロットoァ プリケーションでセットアップしたメンセ~ジ がプロット上に

記されます。

■データの最初のコラムには、測定モー ドで設定したバラメータが記されます。そのパラ

メータは、T avg(ア ペレージング時間)、Ca■Fact(校 正係数)、Wv■ (波長)そ して

Reference(リファレンス0パワー・レベル)です。サンプルが絶対値でどられた場
合、リファレンスは含まれません。

■データの 2番 目のコラムには、メニュー 0モ ー ドでアプリケーション用に設定したバラ

メータが記されます。そのパラメータは、T total(ア プリケーションでサンプルを測

定する周期)と Samp■es(測 定されたサンブル数)で す。また、このコラムにはデータ

とレコー ド0ア プリケーションが実行された時間も記されます。

ロギング●アプリケーションの場合、全測定時間はアペレージ時間 とサンプルされた

データを処理する時間から決定されます。つまり、次のサンプルは前の測定値がサンプ
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ージ時間と処理時

間を含んだ、アプリケーション中の全時間が記されます。
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図 3‐7.ス タビリティのプロット

ロデータの 3番 目のコラムには、測定されたサンプルに基づく統計、つまり、Max(サ ン

プリングされた最大パワー・レベル)、Min(サ ンプリングされた最J
パヽワー 0レベル)、

Diff(サ ンプリングされた最小パワー・レベルと最大パワー・レベルの差)そ して Avg      l

(サンプルの平均値)が 記されます。

サンプルが dBま たは dBm単 位で測定された場合、Avgは これらの対

数値の平均値になります。サンプルがワット単位で測定された場合は、      ―

Avgは リニア値の平均値です。

‐0 . 0 1 0

‐0.012

‐0.014

‐0.015

‐0.010

‐0.020

温
●

圃 晰lY
2 3 距6 .

T av9..¨ ¨………………・   1・ 008

Cal Factor.………………・  0・ 000 dB

Havelength.………………・  1300.3nロ

Lference.… ……...・・…・  0,700 dOo

T total ..…… ".00h

Sattples .……. 500

05‐OCT‐90   唸 3942

蠍
詢
晰

“

‐0 . 0 0 0 1  d B
‐0.0104 dB

O.0103 dB
-0.01200

3‐18 ロ ーカル ・コントロール ‐メニュー 0モ ‐―ド



■ プロットの y軸 上の量は常にパワ
ーであり、単位は dBm、 dBま たはワットです。

■プロットのX軸上の量は、スタビリティ/ロギング・アプリケーションは時間、マニュ
アル ●ロギング・アプリケーションではプロットのサンプル数です。時間の単位は、

秒、分、時間です。

■プロットはスタビリティ/ロギング0アプリケ,ションでは時間の関数としての測定パ
ワー変動です。マニュアル・ロギング アプリケーションでは測定されたサンプル数の

関数としての測定パワーの値です。

■プロット上では、最大、最小、アペレージのパワー・レベルに水平の点線が引かれま

す。垂直の点線は最後のサンプルを示します。

プリント・アプリケーション

プリント●アプリケーションでは、スタビリティまたはロギング・アプリケーションから

のサンブル ・データを図形的にプリントアウトします。サンプルのプリントアウトは、選

択したチャンネルの一番最後に測定されたスクビリティ/ロギング/マニュアル0ロギン
グ・アプリケーションからだけです。

サンプルをプリントアウトするには、ThinkJetプ リンタが必要です。本器後面の HP―IB
コネクタには、プリンタ以外のデバイスを接続しないでください。プリンタのデバイス・

ア ドレスは 1に 設定してください。プリンタヘ出力するには、本器の HP―IBス テー トを

Talk Onlyに 設定します (この方法については、第 4章 の 「MODE」 を参照)。

ファームウェアのリビジョンが 1.7以上の時、プリンタ、プロッタに出力するには、機器

の HP―IBス テー トは Talk Listenに設定しなければなりません。

ファームウェアのリビジョンを知るには、機器の電源を切 り、キーを押
しながら電源を入力します。ファームゥェアのリビジョンが表示の右下
に示されます。

アプリケーションを選択するとヽ 文字フィール ドにPRINTと 示されます。このアプリ
ケーションには数種類のパラメータがあります。AWOSCALEで 、グラフの自動スケール

をオン/オフにします。Y_MINで グラフのy軸 の最小値を設定し、Y_MAXで プロットのy
軸の最大値を設定します。COMMENTは識別のためプリント上に表示される8文字までの

メッセージです。

温
―
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パラメータをみたり変更するには⊂=)を押します。⊂=)を押した後、回 と回 を
使ってパラメータを選択します。パラメータを選択します。パラメータを変更中、オペ

レーション0イ ンジケータはEDITを 示します。

AUTOSCAL

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにAuЮ SCALと いうメッセージが表

示されます。右側の文字フィール ドは、自動スケーリングがオンであるかどうかを示しま

す。自動スケーリングがオンのとき、本器はサンプルを調べてy軸 に最適の範囲を決定し

ます。

温
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同一のチャンネル内の他のアプリケーションもAUrOSCALパ ラメータを

共用します。ここでこのパラメータを変更するとプロット・アプリケー

ションも影響を受けます。

■自動スケーリングをオンにするには、Modi取 キーを使います。自動スケーリングをオ

フにする際は値をOFFに 、自動スケーリングをオンにする際はONに します。表示され

る値は常にスケーリング用の設定値です。

■設定を終了したら∈=)を押します。あるいはその他の
パラメータを変更するのであれ

ば、 Nextま たは国 を押します。

自動スケーリングがオフ時に設定する最大、最小値は大ざっばなものになりがちです。自

動スケーリングがオンのときには、適当な間隔 (間隔は 1,2,5の いずれかの倍数)で y

軸を 11に 区切るように計算されます。

Y_MIN

このパラメータはAtrrOScALが OFFに 設定されていないと選択できません。このパラ

メータを選択すると、左側の文字フィールドにY_MINと いうメッセージが表示され、右

側の文字フィール ドにはグラフの y軸 の最小値が表示されます。

同一のチャンネル内の他のアプリケーションもY_MINバ ラメータを共

用します。ここでこのパラメータを変更するとプロット・アプリケー

ションも影響を受けます。

■y軸 の最小値の変更は Modifyキ
ーで行います。下限は-800.00dBmで 、上限は

800.00dBmで す。表示される値は常に最小の設定値です。
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■設定を終了したら団 を押します。あるいはその他の
パラメータを変更するのであれ

ば、回 または回 を押します。

Y_MAX

このパラメータはAUrOSCALが OFFに 設定されていないと選択できません。このパラ

メータを選択すると、左側の文字フィール ドにY_MAXと いうメッャージが表示され、右

側の文字フィールドにはグラフのシ軸の最大値が表示されます。

同一のチャンネル内の他のアプリケーションもY_MAXパラメータを共

用します。ここでこのパラメータを変更すると、プロット・アプリケー

ションも影響を受けます。

■y軸の最大値の変更はModiャキァで行います。下限は-800.00dBmで、上限は
800.00dBmで す。表示される値は常に最大の設定値です。

■設定を終了したら団 を押します。あるいは、その他の
パラメータを変更するのであ

れば、回 または回 を押します。

COMMENT

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにCOMMENTと いうメッセージが表

示され、右側の文字フィール ドにはコメント文字列が表示されます。コメント文字列は、
プリント出力を識別するためのものです。

同一のチャンネル内の他のアプリケーションもCOMMENTパ ラメータを

共用します。 ここでこのパラメータを変更すると、プロット・アプリ

ケーションも影響を受けます。

■コメントの編集は Modify・キーで行います。コメントには8文字あり、数字 (0～9)、

演算記号 (―,+)、スペ
ース、文字 (A～Z)、句読記号 (!,?,。,,,:,;,と ,|,0,お,$,

%,*,[,],← ,または →)が使えます。表示される文字は常に変更可能なコメント文
です。

■編集を終了したら団 を押します。あるいはその他の
パラメータを変更するのであれ

ば、 Nextま たは回 を押します。

温
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プリント・アプリケーションの実行

このアプリケーションを実行するには、 Execを 押します。パラメータの変更中はこのア

プリケーションを実行できません。アプリケーシヨンの実行中、オペレ
ーション・インジ

ケータは RUNを 示します。

サンプルがないまたはサンプルが無効であるプリントを実行しようとすると、文字フィ
ー

ル ドに NO DATA,ま たは DATA?が 表示されます。この場合、アプリケーシヨンは実行さ

れません。

プリントが終了すると、オペレーション・インジケータの RUNが 消えます。

Execを押すと、アプリケーションが停止し、文字フィ
ール ドにABO即rEDと いうメッセー

ジが現れます。

プリントアウトの読み取り

プリントの例を下図に示します。
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図の各エリアを説明します。

■ヘッダには、機器番号が入 ります。また、プリントアウト・ヘッダには、データとレ
コー ド・アプリケーションが実行された時間が入 ります。

■アプリケーション●パラメータは 3つ のプロックに表示されます。最初のプロックには.

サンプルを測定したアプリケーション・タイプが入 ります (STABILITY,LOGGING,
MANUAL LOGGINGの 内の 1つ )。
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図 3‐8.ロギングのプリントアウト

ローカル ・コントロール ‐メニュー 0モ ー ド 3‐23



また、最初のプロックには、測定タイプも入り、使用チャンネルと測定方法が記述され

ます (例えば、チャンネル Aで 絶対測定が行われた場合はCho A(Absolute)、 ある

いはチャンネル Bで 相対測定が行われた場合はB/REF)。

最初のプロックの最後の部分はコメントです。COMMENTで 設定されたメッセージ

が、プリントアウトのこの部分に入ります。

データの2番 目のプロックには、測定モードで設定されたバラメータが入ります。つ

まり、T avg(ア ペレージング時間)、Ca■Fact(校 正係数)、Wvl(波 長)そ して

Reference(リ フアレンス0パ ワーeレベル)です。サンプルが絶対値で測定された場

合は、リファレンスは入りません。

データの3番 目のプロックには、メニュー0モードでアプリケーション用に設定された

バラメータが入ります。つまり、T total(ア プリケーションでサンプルを測定した周

期)と Samples(測 定されたサンプル数)です。

ロギング・アプリケーションの場合、全測定時間はアペレージ時間とサンプリングされ

たデータを処理する時間から決定されます。つまり、次のサンプルは前の測定値がサン

プリン久 処理されてから初めて実行されます。プリント出力にはアペレージ時間と処

理時間を含んだ、アプリケーション中の全時間が記されます。

データの最後のプロックには、■ll定されたサンプルに基づく統計が入ります。それ

は、Max(サ ンプリングされた最大パワー・レベル)、Min(サ ンプリングされた最小
パ

ワー・レベル)、Diff(サ ンプリングされた最小
パワニ・レベルと最大パワー・レベル

の差)そ して Avg(サ ンプルの平均値)です。

温
●

サンプルが dBま たはdBm単 位で測定された場合、Avgは これらの対

数値の平均値になります。サンブルがワット単位でとられた場合は、

Avgは リニア値の平均値です。

プリンタはプロットと同じフォーマット(図3-7参照)で グラフを出力します。

■グラフのy軸上の量はパワ
ーであり、単位はdBm、 dBま たはワットです。

■グラフのX軸上の量は、スタビリティ/ロギング●アプリケーションでは時間、マニュ

アル ●ロギング 0ア プリケーションではプロットのサンプル数です。時間の単位は、

秒、分、時間ですo

■グラフはスタビリティ/ロギング0アプリケーションでは時間の関数としての測定パ
ワー変動です。マニュアル ・ロギング・アプリケーションでは測定されたサンブル数の

関数としての測定パワー値です。
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■ グラフ上の最大、最小、アペレージのパワー・レベルに、水平の点線がラ|かれます。

MinMaxァ プリケーション

MinMaxは 、ソフトウェアのパージョン2.1以上で機能します。

温
轟

ファームウェアのパージヨンを確認するには、機器の電源を切 り、キー

を押しながら、再び電源を入れます。ファームウェアのリビジョンが、

ディスプレイの右下に表示されます。

MinMaxア プリケーションは、原理的には、ポラリゼーション依存性の測定の為に考え

られたものですが、他の測定にも利用可能です。

MinMaxは 、入カパワーを測定し、測定値の最小値 (ディスプレイの下部に)と 最大値と

の差 (ディスプレイの上部に)を 表示します。

これには 3つ の動作モー ドがあります。

■連続モー ド:こ れは毎回新しい測定値を最大・最小値と比較し、必要なら入れ替えます。

このモー ドでは、コンポーネントの Polarization Dependent Loss(PDL)の 測定に

有効です。コンポーネントに加えられる光ノースのポラリゼーションを動かしながら、

アプリケーションを動作させます。

ロ ウィンドウ0モー ド:こ れは最後の Nの サンプルに対しての最大 ・最小値と、毎回新し
い測定値を比較します (Nは ユ

ーザによリセットされるサンプル値です)。

■ リフレッシュ●モー ド:こ れは現在の Nの サンプルに対しての最大 ・最小値を、毎回新

しい測定値 と比較します (Nは ユ
ーザによリセットされるサンプル数です)。最大

・最

小値は、フルセットのサンプルが測定された後計算され、一度にサンプルの 1セ ットと

して表示されます。

ウィンドウのリフレッシュ0モ ー ドは、例えば、最小の PDLの 位置の設定を捜すのに

用いられます。

この場合、ウィンドウの長さ、またはリフレッシュの間隔は、ポラリ
ゼーションの変化のレートより短くなくてはいけません。湿

●
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図 3・9.ウィンドウとリフレッシュ0モ
ー ド

モー ド

モー ドを選択する為のパラメータ

■ C●HTは 連続モー ドを選択します。

■‖IHD□‖はウィンドウ。モー ドを選択します。

■ REFR巨3Hは リフレッシュ0モニ ドを選択します。
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SAMPLES

ウィンドウやリフレッシュ0モードの長さを設定するパラメT夕 です。

ウィンドウ●モードでは、最大 500サ ンプルまで可能です。

リフレッシュ0モードでは、最大 1000サ ンプルまで可能です。

ウィンドウやリフレッシュ間隔の長さは、サンプル数で設定され、測定モニドにおいて設
定される平均時間になります。

MinMaxア プリケーションの実行

このアプリケーションを実行させるには、国 を押します。 パ ラメ
ータの変更中は、こ

のアプリケーションを実行できません (変更を終えるには、もう
一度⊂=)を 押します)。

アプリケーションの実行中、オペレーション0イ ンジケータは、RUNを 示します。

アプリケーションが実行中、結果フィール ドは最小と最大値の差を示し、文フィール ドは

測定の最小値を示します。

Pauseを押すと、アプリケーションの実行が一時停止します。アプリケーションが一時停

止している間、パワー・レベルは、結果フィール ドに表示されます。MinMaxア プリケー

ションを再開させるには、もう一度 Pauseを押します。

国 を押すと、アプリケ
ーションの実行が停止します。        ・

Moreキ ー

Moreキーで、他のアプリケーションが使用できます。アプリケーションは、設置されて
いるモジュールによって異なります。標準アプリケーションはショー ・アプリケーション

とアライメント●アプリケーションの 2つ があり、メインフレームに付属しています。

Moreを押してからt Next,Moreま たは国 を使ってアプリケ
ーションを選択します。

ここで Moreは〔Next〕と同じ働きをします。アプリケーションは選択されたチャンネルの文
字フィールドに表示されます。
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ショー ・アプリケーション

ショー 0ア プリケーションでは、スタビリティまたはロギング・アプリケーションでサン

プリングした測定データを見ることができます。見ることのできるデ
ータは、一番最後に

測定されたスタビリティ、ロギングまたはマニュアル ●ロギングの各アプリケ
ーションの

ものに限られます。

ショー ・アプリケーションを選択すると、文字フィール ドに SHOWと 表示されます。この

アプリケーションには、変更できるパラメータはありません。

ス トアされた値を見るICは団 を押します。
ストアされた値を見ている間、オペレーショ       |

ン●インジケータが EDITを 示します。別の値を見る場合には、国 および回 を使用

します。

MAX:MUM

左倶Iの文字フィール ドにMAXIMUMが 表示された場合、右側の文字フィール ドの値はサン

プリングされた最大パワー・レベルになります。

M:NIMUM

左側の文字フィールドにMINIⅢ川が表示された場合、右側の文字フィールドの値はサン

プリングされた最小パワー・レベルになります。

DiFF

左側の文字フィール ドにDIFFが 表示された場合、右側の文字フイールドの値は、サンプ

リングされた最小と最大のパワー・レベルの差になります。

AVERAGE

左側の文字フィール ドにAVERAGEが 表示された場合、右側の文字フィールドの値は、サ

ンプルの平均値になります。

サンプルが dBま たは dBm単 位で測定される場合、Avgは この対数値

の平均値になります。サンプルがワット単位で測定される場合は、Avg      _

はリニア値の平均値になります。

温
●
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#1

左便Iの文字フィールドに■1が表示されると、右側の文字フィール ドの値は、第 1番 目に
測定されたサンプルを示します。残りのサンプルを調べるには、Modifyキ ーを使用しま
す。この場合、ModifJ7キーは左則の文字フィール ドの値を変更します。

アライメ ン ト0ア プ リケーシ ョン

アライメント・アプリケーションは、2つのオプティカル・コンポーネントのアライメン
ト調整を簡単にし、コンポーネント間のロスを最低のものにするために使用します。

準備

アライメント・アプリケーションを実行するには、センサ 0モジュールが必要です。ハー

ドウエアのセットアップは、被測定デバイスをセンサヘ接続することだけです。

図 3・10.ア ライメント0ア プリケーションのセットアップ

アライメント・アプリケーションを開始する前に、使用する測定パラメータをすべて適切
に設定してあるとを確認してください。一番重要なのは、センサ用にTと λが正しく設定
してあることの確認です。メニュー ・モー ドになつている場合は、測定モー ドに戻らない

と、これらのパラメータは設定できません。

アライメント●アプリケーションを選択すると、文字フィ‐ル ドは ALIGNMNTと 示しま

す。このアプリケーションには数種類のパラメータがあります。TYPEで 、最大パワー ・
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レベルを自動記録させるか、またはユーザが最大パワ
ー・レベルを設定するかを指定しま

す。DELTAで 、棒グラフによって示されるパワー 0レ ンジを設定します。MAXPOWERで 、

最大パワー・レベルを設定します。その他のパラメ
ータ (波長、Tavgなど)はす

べて測定

モードで与えられた値を使用します。

パラメータを見たり、変更するには、団 を押します。団 を押すと、回
および

回 を使って
パラメータを選択できます。パラメータの変更中、オペレ

ーション・インジ

ケータはEDITを 示します。

TYPE

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにTYPEと いうメッセ
ージが表示さ

れます。右側の文字フィール ドには、最大パワー・レベルの自動記録がオンになっている

かどうか表示されます。

■モードの変更は、MOdifyキ ーで行います。値は、最大パワ
ー・レベルを自動記録する

際はAUTO、 ユーザが最大パワー・レベルを設定する際はMANUALに します。表示され

る値は常にモードの設定値です。

■設定が終了したら⊂=)を押します。あるいは、その他の
パラメータを変更するのであ

れば、回 または国 を押します。

DELTA

このパラメータを選択すると、左側の文字フイール ドにDELTAと いうメッセ
ージが表示

され、右側の文字フィール ドには、デルタの値が表示されます。

■デルタの設定はModifyキ ーで行います。下限は0.01dBで 、上限は 13.00dBで す。

表示される値は常にデルタの設定値です。

■設定が終了したら団 を押します。あるいは、その他の
パラメータを変更するのであ

れば、回 または国 を押します。

MAXPOWER

このパラメータを選択できるのは、TYPEが MANUALに 設定されているときだけです。こ

のパラメータを選択すると、左側の文字フィールドにMAXPOWERと いうメッセ
ージが表示

されますも右側の文字フィール ドには、最大パワーの設定値が表示されます。

■最大パワーの変更は、Modifyキ ーで行います。下限は-400.00dBmで 、上限は

400.00dBmで す。表示される値は常に最大パワーの設定値です。
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設定が終了したら団 を押します。あるいは、その他の
パラメータを変更するのであ

れば、 Nextまたは回 を押します。

アライメント・アプリケーションの実行

アプリケーションを実行するには、国 を押します。
パラメータの変更中は、アプリ

ケーションを実行できません。アプリケーションの実行中、オペレーション●インジケー

タは RUNを 示します。

アプリケーションの実行中、左側の結果フィール ドに最大パワー0レベルが表示されます。
TYPEが AWOに 設定されている場合、最大パワー ・レベルは、アプリケーションの実行
後に読み取られた最大の入カパワー 0レ ベルになります。TYPEが MANUALに 設定されて
いる場合は、最大パワー・レベルはMAXPOWERに 設定されています。右側の結果フィール

ドには、最大パワー・レベルに対する入カパワー ・レベルが dB単 位で表示されます。

n m  に NU

電 ∫ピ9 dBm

EE国●■LⅥ

―  農θ∫Ч dB

燿 :E:層 :‖:!里 :::::要 !:!!!:豊 日=:::::日日::::1日目::‖:

図 3‐11.アライメント・アプリケーション実行中のディスプレイ

文字フィール ドは入カパワー・レベルを図形的に表示します。文字フィール ドの右端は常
に最大パワー ・レベルを表します。文字フィニル ドの左端は、Pmax― △Pを 表します

翼ゞ
Xl誌
墓LIi子∫タリし分撃牌T夕[〔轟 :∬2°」監i岬『f

ります。①を押すと、△PはDELTA値の1/2と等しくなり、グラフは高さ5ドットで表
示されます。もう一度oを 押す と、△Pは DELTA値 の 1/4と 等 しくな り、グラフは高さ

3ド ットで表示されます。

例        DELTAを 1.00dBに 、MAXPOWERを 1.00dBmに 設定 します。

グラフの右瑞は 1.00dBmを 示 します。アプリケ‐ションの開始時、グ
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ラフの左端は 0.00dBmを 示します。

oを 2回 押します。

グラフの左端は 0。75dBmを 示します。

⑩ を 1回 押します。

グラフの左端は 0.50dBmを 示します。

グラフの高さは 3

グラフの高さは 5

ドッ

ドッ

卜です。

卜です。

左端の最後の ドット1桁 だけが表示された場合、パワ
ー・レベルが Pnlax―△Pお よび

Pntaxで設定されている範囲を超えていることを表します。

⊂墓ヨrト
ーンをオン/オブできます。 ト

ーンの周波数は入カパワニ ・レベルと共に増加

します。最低周波数は、文字フィール ドのパワー・グラフの左側に対応し、最高周波数は

文字フイール ドのパワー ・グラフの右侵1に対応します。パワ
ー ・レベルが Pnlax―△Pと

Pnlaxによって設定された範囲を超えると、 トーンは鳴 りません。

⊂≡∋でアプリケーションを終了します。

●
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システム 0モ ー ド

システム・モードで、機器全体に影響する構成を設定します。システム・モードをオンに

すると、ディスプレイ最上部のモード0イ ンジケータが MENU SYS示 します。

Modeキ ー

Modeキーで、オペレーティング・モードを選択します。システムoモード時にこのキー

を押すと、オペレ=ラ 盲フア刊碇==Tて なります。

本章で述べるコマンドは、本器がシ不テム oモー ドでなければ使用でき

ません。

Modifyキー

Modifyキ ーの使用方法については、第 2章 の 「Modifyキ ー」の項を参照してください。

温
―
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Systemキー

Systemキーで、変更するパラメータ 0セ ットを選択します。パラメ
ータ・セットの選択

は、回 ,SyStemま たは国 を使って行います。 syStemは 国 と同じ働きをします。

現在のアプリケーションは選択されているチャンネルの文字フィール ドに表示されます。

湿
●

構成情報は、次に変更されるまでメモリ内に保持されます。、本器の電

源を切つても影響されません。

RECALL

リゴール機能により、メモリにス

れます。リコール機能を選択する

が表示されます。

トアされているデータに従ってチャンネル構成が設定さ

と、左側の文字フィール ドにRECALLと いうメッセ
ージ

R "0暉 =   □ ∪ SYS          ロ コOmu

13藤:il山::

○ |

ユ ニ

図 4‐1.システム 0モ ー ドで選択を行う:リコール機能

この機能には、3つ のパラメータがあります。つまり、構成がス トアされているモジュ
ー

ル 0タイス 構成がス トアされているロケーション、そしてその構成で選択しているチャ

ンネルです。

パラメータを見たり、設定するには、∈=)を押します。
パラメータはすべて、右側の文字

フィールドに同時に表示されます。ロケーションとチャンネルは∈∋と∈ヨr選択できま
す。モジュール ●タイプは変更できません。パラメータの変更中は、モジ■―ル ●タイプ
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は変更できません。パラメータの変更中は、モー ド・イシジヶ―夕が MENU SYS EDITを

示します。

選択したデータをリコールするには、 EXECを 押します。

モジュール 0タ イプ

モジュール ●タイプは、製品番号の数字部分の最後の 2桁 で表されます。すべてのロケー

ションにモジュール 0タ イプがあるわけではありません。っまり、標準設定、および構成
データのス トアに使用されていないロケーションには、モジュール ●タイプ oパ ラメータ
がありません。リコールを行うには、選択したチャンネルのモジュール ●タイプが正しく
なければなりません。正しくないと、リコールを試みたときにMISMATCHと いうメンセ~

ジが現れます。

ロケーション

構成データがス トアされるロケーションは、0～9の 数字で表されます。この番号は矢印
の左に表示されます。

ロケーションの変更は、Modi野 キーで行います。 リコールされるロケーションは表示さ
れている値です。

ロケーション0に は常に標準設定値が入 ります。標準設定は次の通 りです。

パラメータ     設 定値

センサ

λ         モ ジュールにより異なる

CAL         o.ooodB

T         200ms(ヘ ツド0イ ンタフェース ・モジュールの場合 500ms)
REF          looo.Oμ W

自動レンジ切換え  オ ン

単位        ヮ ット

ディスプレイ    最 高分解能

光源

λ         モ ジュールにより異なる。2波 長光源の場合は、低い方の波長
ATT         o.odB

AUX         Cw

4
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出力 オ フ

チャンネル

これは、Aま たは Bの いずれかで、矢印の右に表示されます。リコ
ールを行うには、選択

したチャンネルのモジュール ●タイプが正しくなければなりません。正しくないと、 リ

コールを試みたときにMISMATCHと いうメッセージが現れます。

チャンネルの変更は MOdifyキ ーで行います。そのデ
ータで設定されるチャンネルが表示

値になります。

例       文 字フィール ドが RECALL '543→ Aと いうメッセージを示してい

ます。

国 を押します。

チャンネル Aに HP 81554SMが ある場合、チャンネル Aは ロケ
ー

ション3の データに従って構成設定がリコールされます。

STORE

ス トア機能によって、機器構成がメモリにス トアされます。ストア機能を選択すると、左

側の文字フィール ドに STOREと いうメッセージが表示されます。

この機能には、3種 類のパラメータがあります。つまり、セ
ープされているモジュール ・

タイス 情報がセープされるチャンネル、そしてデ
ータがセープされるロケーションです。

パラメータを見たり、設定するには、団 を押します。
パラメータはすべて、右側の文字

フィール ドに同時に表示されます。位置 とチャンネルは∈∋ と∈ヨr選 択できます。
モ

ジュール 0タ イプは編集できません。パラメータの変更中は、モ
ー ド・インジケータが

MENU SYS EDITを 示します。
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図 4・2.シ ステム ・モァドでのパラメータの変更

選択したパラメータをストアするには、〔Exec〕を押します。

モジュール・タイプ

モジュール・タイプは、選択したロケーションに最後にストアされてい

表示されます。あるロケーションにデータが不トアされていない場合、
クになります。モジュール ●タイプは、製品番号の数字部分の最後の2

チャンネル

これは、Aま たはBの いずれかの文字で、矢印の左に表示されます。

チャンネルの変更はModifyキ ーで行います:セ ープされるチャンネル

になります。

ロケーション

構成データがストアされるロケーションは、1～9の数字で表されます。この番号は矢印
の右に表示されます。

ロケーションの変更はModifyキ ーで行います。リコールされるロケーションが表示値に

なります。

例 文字フィール ドには、STORE '543→ Aと いうメッセージが表示さ

れます。

Execを押します。

るデータに対して

この情報はプラン

桁で表されます。

・データが表示値
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チャンネル Aに HP 815 5 4 S Mが ある場合、チャンネル Aは ロケ
ー

ション3のデータに従つて構成設定がストアされます。

HPiB

HP―IB構 成によつて、本器をリモー ト・コントロールするパラメ
ータが設定されます。

HP-lB構 成を選択した場合、左側の文字フィール ドにHP―IBと いうメッセ
ージが表示さ

れます。

この構成には 3種 類のパラメータがあります。つまり、本器の HP―IBア ドレスを設定す

るADDRESS、 本器をコントロール ・オペレーションまたはト
ーク・オンリ・オペレーショ

ンに設定するMODE、 そして本器が使用するコマンド・タイプを設定するLANGUAGEで す。

パラメータを見たり、設定するには、⊂=)を押します。⊂E)を押した後、fNext〕
と国

を使ってパラメータを選択できます。パラメータの変更中は、モ
ー ド・インジケータは

MENU SYS EDITを 示します。

ADDRESS

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドに、ADDRESSと いうメッセ
ージが表

示されます。右側の文字フィール ドは、本器のデバイス・ア ドレスの設定値を示します。

ア ドレスの変更は MOdifyキ ーで行います。ア ドレスの下限は 0で 、上限は 30で す。ア

ドレスは表示されている値に設定されます。

MODE

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドに MODEと いうメッセ
ージが表示さ

れます。右側の文字フィール ドには、本器の HP―IBス テ
ー トの設定値が表示されます。

ステー トの設定は MOdifyキ ーで行います。MODEは 、本器をHP―IBを 介してコンピュ
ー

タ制御する場合は TLK LSTNに 、HP―IBを 介してコマンドとデ
ータを出力するだけであ

れば TLK ONLYに 設定します。

モー ドは、国 を押すか、または本器の電源を 1度 オ
フにしてから再びオンにすると、

表示値に設定されます。〔Exec】を押すと、本器は再起動します。TLK ONLYを 選択したが、

まだ設定されていない場合は、プリント/プロット・アプリケーションを実行するとこの
パラメータが設定されます。
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LANGUAGE

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにLANGUAGEと いうメッセージが表
示されます。右側の文字フィール ドには、使用するHP―IB言 語の設定値が表示されます。

言語タイプの編集は Modifyキ ーで行います。LANGUAGEは 、Test and Measurement

System Language(TMSL)コ マンドを使って本器を制御する場合は TMSLに 、

HP 8152コ マンドを使って制御する場合は HP 8152Aに 設定します。

選択した言語の横には←が現れます。言語名の横の*は、その言語が選択できないことを

表します。HP 8152Aコ ンパティビリティ。モー ドは、本器に光源モジ■―ルがある場合
には選択できません。本器に光源モジュールが装備されている状態で HP 8152Aコ ンパ

ティビリティ・モー ドを選択した場合、*がその選択の横に表示されます。その際には、光

源を取 り外し、センサだけを残すと、コンパティビリティ・モー ドが使用可になります。

言語は、 Execを 押すか、または本器の電源を 1度 オフにしてから再びオンにすると設定
されます。もう一度国 を押すと、本器は再び言語設定可能になります。

TMSLコ マンドについては、英文マニュアルの第 5,6,7,8,9章 を参照してください。
HP 8152Aコ マンドについては、英文マニュアルの付録Hを 参照してください。

DiSPLAY

ディスプレイ構成によって、本器のディスプレイに関するパラメ
ータを設定します。ディ

スプレイ構成を選択すると、左側の文字フィール ドに DISPLAYと いうメッセージが表示
されます。

ディスプレイのパラメータはディスプレイの明るさを設定するBRIGHTの みです。

パラメータを見たり、設定したりするには団 を押 します。
パラメータの変更中、モー

ド0イ ンジケータは MENU SYS EDITを示します。
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BR:GHT

このィ(ラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにBRIGHTと いうメッセ
ージが表示

されます。右側の文字フィール ドには、明るさがパーで表示されます。

fcn;l F lruE-:l l.rNJ sYs EDIr mml-n

■夢II暮興T   _lHttlllllttiiiil燿

〇 |

ユ ニ

明るさの変更はModifyキーで行います。明るさは選択した値に設定されます。

DATETIME

日付と時間の構成で、本器の現在の日付と時間を設定します。日付時間構成を選択する

と、左側の文字フィール ドにDATETIMEと いうメッセージが表示されます。

この構成には2つ のパラメータがあります。日付を設定するMM/DDノYYと 、時間を設定

づ
‐
るHH:MM:SS‐ Cう

い
。

パラメータを見たり設定したりするには、団 を押します。団 を押した後、回 およ

び回 を使って
パラメータを選択できます。パラメータの変更中、モード・インジケータ

はMENU SYS EDITを示します。

MM/DD鰤

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドにMM′DDノYYと いうメッセージが表

示されます。右側の文字フィール ドに、日付の設定値が月/日/年のフォ
ーマットで表示さ

れます。

日付の変更はModifyキ ーで行います。日付は表示されている値に設定されます。

図 4・3.デ ィスプレイの明るさの設定
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HH:MM:SS

このパラメータを選択すると、左側の文字フィール ドに HH:MM:ssと いうメッセージが表
示されます。右側の文字フィール ドには、時間の設定値が時:分:秒のフォーマットで表示
 ヽさ れます。

時間の変更は Modifyキ ーで行います。時間は表示されている値に設定されます。

例       時 間は 11:25:38です。11:25:58が表示されるように変更します。

変更を終了すると、時間はすぐIC ll:25:58に設定されます。

ディスプレイは変化しませんが、時間自体はカウントされています。こ

れをチェックするには、一度日付に変えてから時間に戻します (Nextを
2回 押す)。
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